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作成日 令和 2 年 10 月 26 日

【事業所概要（事業所記入）】

※  事業所の基本情報は，介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】

【事業所が特に力を入れている点，アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先ＵＲＬ
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_

kani=true&JigyosyoCd=3470104401-00&ServiceCd=320&Type=search

自己評価作成日 令和2年9月29日 評価結果市町受理日

入居されている皆様には施設理念「支えあい共に創る生活」と生活リハビリという視点でイリコの頭取
り、食器洗い、食器拭き、お盆拭き、盛り付け、掃除、洗濯物たたみ、新聞折り、食事のメニュー書き、
ＴＶ体操、など自らの得意分野で毎日の成功体験を積み上げ、人の役に立っているという充実感を味わい
暮らしを共に楽しんでいる。スタッフと共にリビングの壁に季節感のある作品を展示している。新型コロ
ナウイルス感染予防対策のため外出行事、交流訪問中止ですが、室内での花見、芋掘り、クリスマス、ド
リミネーション見物、畑での農作物の収穫を通じて四季を感じて頂いている。また、脳の活性化のため毎
月のカラオケ、粧いの日には、化粧をされない方も口紅、マニキュア、アクセサリーを自分で選んでス
カーフ、浴衣着用を楽しんでもらっている。レクリエーション時の口腔体操、拭き戻し、月４回の歯科衛
生士による口腔内チェックと疾患予防にもなる毎食後の口腔ケア。認知症高齢者についての相談などに力
をいれている。

事業所は、互いの「尊厳」を意識し人格を損なわない関わりを重視し事業所理念「支えあい共に創る生
活」を日常生活の中で具現化させることを主軸としている。例として、居室のノックや了解を得る事を順
守する、自己決定の支援（座る席、やりたい事など）、否定的な声かけをしない、人の役に立っていると
いう感情を大切にするなどがある。その事業所理念の下、職員間でも互いを尊重し、意見や提案を出しや
すい雰囲気となっており、管理者のサポートもあり風通しの良いチームとなっている。最近、特に力を入
れてきた事は「外出回数を増やす」であり、比治山の麓周囲の散歩に取り組んできた。利用者の表情や発
言を「外出の効果」として外出支援ノートに記録をしていたが、コロナ禍の為、現在は同敷地内で落ち葉
掃除をする程度になっている。地域行事や夏祭りなどの事業所イベントも中止となっている中、家族や知
人に会う事も制限されているが、ZoomやLINEなどで馴染みの関係性を継続させる支援を検討している。

１ 自己評価及び外部評価結果

評価機関名

所在地

訪問調査日

一般社団法人広島県シルバーサービス振興会

広島市南区皆実町一丁目6-29

令和2年10月21日

テルウェル西日本株式会社法人名

事業所名

所在地

3470104401

広島市南区比治山本町11-1

（電話）082-250-1280

ＮＴＴグループケアポート広島認知症対応型共同生活介護事業所

事業所番号
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項　　目（　　　　　１F　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり，管理者と職
員は，その理念を共有して実践につ
なげている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう，事業所自体が地
域の一員として日常的に交流してい
る。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を，地域の人々に向けて活かしてい
る。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービ
スの実際，評価への取組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い，そこ
での意見をサービス向上に活かして
いる。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら，協力
関係を築くように取組んでいる。

5 4

2 2

3

4 3

1

地域密着型サービスにおけるそれぞれの
支援に関して目標を掲げ振り返りをされ
ているが、事業所としての具体的な年間
目標や個人目標をあげ、達成度検証や評
価を行い、新たな事業所目標を積み上げ
ていかれることを提案する。事業所理念
が実践に繋がっている様子が記録により
可視化されることを期待する。

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

開設時、法人の理念の下に、介護の基本
となる姿勢を職員と共に話し合い、事業
所理念を作成した経緯がある。新人職員
も含め全員が理念を意識して実践し、資
質向上するよう平素のケアの中で管理者
を中心に振り返りや次のステップを目指
す話し合いが行われている。

「支えあい共に創る生活」を毎朝の
ミーティングでスタッフ一同唱和し日
常生活の中で共通の認識のもとに自然
に実践できるように努めている。その
日勤務していないスタッフには連絡
ノートを使い情報共有を図っている。

自己
評価

外部
評価

1

「南区の食と風土を考える会」に参加
予定だったが新型コロナウイルスの影
響を受け不参加。

行政主催の認知症アドバイザー交流会へ
の参加や、介護保険課窓口に介護認定に
関する資料の受け取りに行くなど、平素
から協力関係を築いている。南区の社会
福祉協議会や大学、地域保健センターな
どと共に、高齢者の食事に関する取り組
み予定であったが、今回はコロナ禍の
為、中止となっている。

地域の行事である盆踊り、子供会の亥
の子祭、敬老の日やクリスマスは、近
くの保育園児の訪問、中学生の２日間
の職場体験学習は予定していたが新型
コロナウイルス感染予防対策のため受
け入れ中止、不参加としている。

利用者と共に参加する地域行事や事業所
主催のイベントなど年間計画を立て、町
内会からの情報を得ながら双方の交流を
行っている。現在はコロナ禍の為、中止
となっているが、敷地内の落葉の掃き掃
除やゴミ捨ての時、間隔を保ち近所の人
との挨拶が継続するよう職員は配慮して
いる。

２ヶ月に１回の目安で開催している運営
推進会議に家族、地域包括支援センター
職員、民生委員、歯科衛生士、薬剤師に
も参加してもらい取り組みの報告、地域
や行政の情報を含め意見交換を行ってい
るが新型コロナウイルス感染予防対策の
ため３月のより開催を中止し、行事につ
いては、中止の通知を行うとともに、資
料を送付し意見を求めている。

毎回、多方面（地域包括支援センターは
隔回）からの参加がある。民生委員から
の地域情報、歯科衛生士の口腔ケア説明
時は在宅での方法に関しての質問があ
り、また薬剤師から薬などの知識を得る
等、双方向の情報や意見交換が行われて
いる。職員の名前を分かり易くした例も
ある。今後は利用者参加や前回、話題と
なった課題の経過報告をする事も検討さ
れている。

地域包括センター、来所や電話での相
談に応じている。

2 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　　　　　１F　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち，利用者
の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い，
防止に努めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち，個々の必要性を関係者と
話し合い，それらを活用できるよう
支援している。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際
は，利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね，十分な説明を行い理解・納
得を図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会
を設け，それらを運営に反映させて
いる。

6 5

8

6

9

7

10

身体拘束マニュアルは作成している
が、今まで実地に至るケースはない。3
カ月に1回身体拘束禁止委員会を開催し
ている。

身体拘束廃止に関して内外部の研修に参
加し全員周知を図っている。車道が近く
にあり安全の為、玄関は施錠している
が、ユニット間は自由に動ける環境と
なっている。夜間の帰宅願望、転倒の高
リスク時は、原因のひもときをチームで
丁寧に行い、ベット柵や眠剤を増やさな
いケアに取り組んでいる。

スタッフを外部講習に参加させ学んで
きた事を伝達研修としたり、年２回部
内研修を行い全員が理解するよう周知
しミーティングや日常業務を通じて認
識し合い施設としても重要な取り組み
の１つとしている。

制度の趣旨、内容については最新情報
と共に常に理解できるように努力して
いる。必要性のある関係者には支援の
制度の活用、相談に応じている。

運営規定、重要事項説明書、契約書の
内容について丁寧に説明をし、日々の
生活での個別対応や将来の希望などを
お尋ねしてケアの方向性を一緒に考え
ている。

管理者は24時間携帯電話で相談に応じる
体制にしている。ご利用者の状況は毎月
担当スタッフからご家族に手紙で報告し
来所時に説明し意見を頂いている。カン
ファレンスもご家族の希望の日時での開
催を心がけている。(新型コロナウイルス
感染予防対策のためご家族には、個別に
説明をしている）苦情等の外部機関につ
いては重要事項説明書に記載し説明して
いる。

毎月、ケアポート通信と共に写真と手紙
を家族に郵送し、日頃の暮らしぶりを
しっかり伝え（現在は主に電話で）意見
や要望を表しやすくなるように努めてい
る。家族の希望により、事業所で預かる
一部の書類は、個々の要望に添う事に
なった例がある。

3 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　　　　　１F　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け，
反映させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力
や実績，勤務状況を把握し，給与水
準，労働時間，やりがいなど，各自
が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し，法人
内外の研修を受ける機会の確保や，
働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり，ネットワー
クづくりや勉強会，相互訪問等の活
動を通じて，サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
本人が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，本人
の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

11 7

14

15

13

12

「グループホーム事業者交流会」にも参
加しており活動を通じて利用者の紹介、
空き部屋状況の共有等ネットワークを構
築している。施設見学を兼ねた交流会、
介護や認知症、看取りのグループワー
ク、講演会、研修会にはスタッフをなる
べくたくさん参加させている。新型コロ
ナウイルス感染予防対策のため３月以
降、中止、不参加としている。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

安心・安全・快適な生活を送って頂く
ためご本人様の話をよく聞く。ご利用
者様個別に担当スタッフを決めてい
る。カンファレンスにご利用者様本
人、ご家族の参加をお願いし本人希望
や家族の希望を伺ってケアプランを立
てている。

運営に関する意見、提案については
日々の申し送り時や毎月のミーティン
グの中で意見交換して運営の参考にし
ている。

毎月のミーティングだけでなく、管理者
は平素から職員からの気づき、意見や提
案を聞き、運営に反映するようサポート
している。例として、個別の生活記録に
チェック覧を追加した書式に変更した例
や、排泄ケア、調味料容器など職員から
の提案が実現した等の例がある。

労働条件や評価については社内規定に
よる。処遇改善手当もスタッフに還元
している。自己研鑽の為会社で費用負
担して通信教育講座受講奨励や「資格
取得奨励金制度」を設けておりスタッ
フの向上心を高める環境作りを行って
いる。

スタッフの資質向上は必須の為部内研
修は歯科医師・薬剤師を呼び開催して
いる。できる限り部外研修に参加し学
んだことを部内研修講師を務める事に
より深く理解し、いかにしたら分かり
易く人に教えられるかの学びの場とし
ている。

4 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　　　　　１F　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
家族等が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，関係
づくりに努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，
本人と家族等が「その時」まず必要
としている支援を見極め，他のサー
ビス利用も含めた対応に努めてい
る。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立
場に置かず，暮らしを共にする者同
士の関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立
場に置かず，本人と家族の絆を大切
にしながら，共に本人を支えていく
関係を築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れない
よう，支援に努めている。

施設の理念そのままにご利用者様各自
のレベルに合わせた生活リハビリを取
り入れ、メニュー書き、洗濯たたみ、
イリコの頭取り、食器洗い、食器拭
き、テーブル拭き、掃除の手伝い、畑
での農作物の収穫の手伝い、スタッフ
との壁紙作成などをお願いしたり一緒
に協力し合い生活を楽しんでいる。

ご本人様やご家族と意見交換しながら
暫定ケアプランを策定しご利用者様一
人ひとりの状況と必要に応じて外出援
助や通院介助や福祉用具等のアドバイ
スも行っている。

申し込み、見学があった時点からいつ
でも相談を受け付け入居にあたっては
ご利用者様の状況とご家族の意見や希
望をお聞きしケアプランで実行してい
る。入居されたら暫くの間は毎日ご家
族に状況を電話でお知らせしている。

16

17

20 8

18

19

ご家族の皆様にもご利用者様に対する
「支援の在り方」として外食、行事の
外出、墓参り、自宅への外泊、通院等
に同行をお願いして本人の変化をご理
解頂き一緒になって支えている。但し3
月以降新型コロナウイルス感染予防対
策のため面会を中止にしているため通
院の同行のみお願いしている。

ご家族、ご親戚、知人、友人の方々が気
楽に立ち寄って頂ける雰囲気がある。墓
参り、外食、外泊、カープ観戦、散歩、
通院等、都合のいい時にいつでもどうぞ
とお願いしている。但し3月以降新型コロ
ナウイルス感染予防対策のため面会を中
止している。手紙や写真をこれまで以上
に送って頂いたり、電話も取り次いでい
る。

面会時、職員は写真を見て貰い、それと
なく橋渡しをする事があり、例として面
会者が家族と気付く事があった。現在、
コロナ禍の為、面会制限となっている
が、ZoomやLINEなどで馴染みの関係性を
途切れさせないような方法を検討中であ
る。最近、訪問理美容サービスが再開
し、新たな馴染みの関係性も継続するよ
う支援に努めている。
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項　　目（　　　　　１F　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わ
り合い，支え合えるような支援に努
めている。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了して
も，これまでの関係性を大切にしな
がら，必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし，相談や支援に努め
ている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望，意向の把握に努めている。困難
な場合は，本人本位に検討してい
る。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方，生活環境，これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努めてい
る。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身
状態，有する力等の現状の把握に努
めている。

21

24

25

23 9

リビングに出ておられる方が多いため
おしゃべりに花が咲いたり、誕生日
会、毎日のレクリエーションの席もお
好きな所に座って頂いている。食事の
席はおしゃべりを楽しんで食事ができ
るよう熟慮して決めている。起床やお
やつ時声を掛け合っておられる。食事
中は、テレビを消している。

退所されたご家族様から電話をいただ
いたり、来所されて近況をお知らせい
ただいている。また、他施設に伺うな
どして繋がりを大切にしている。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

22

カンファレンスは基本的にご本人、ご
家族様の参加をお願いしている。ご本
人やご家族様の希望を聞いて担当ス
タッフのモニタリング、日々の生活を
通じてスタッフの把握している事など
もふまえて意見交換をしてケアマネー
ジャーがまとめている。

表情や言動などから一人ひとりの思いを
把握し、家族からの聞き取りを含め、本
人シートに書き入れ、職員で共有してい
る。「本人はどうなのか」と、その人の
立場になってケアに繋げる話合いも行わ
れておりカンファレンスノートにて検討
結果を共有している。

生活歴の把握が大切になるので入居前
の聞き取りをしっかり行っている。入
居後は日常会話から情報を得て担当ス
タッフが本人の似顔絵と共に本人の思
いを本人シートに書き入れ他のスタッ
フも聞き取った事を書き足している。

毎朝夕の申し送り、バイタル測定、入
浴、排便、服薬、食事摂取量などをふ
まえ各自の心身の状況を詳しく申し送
り、気を付ける情報を共有している。
起床、就寝、食事時間、形状などは、
ご本人の習慣、能力を考慮しており一
人ひとりに適した生活リハビリを提案
して日々の達成をチェック表に記入し
ている。
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項　　目（　　　　　１F　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について，本人，家
族，必要な関係者と話し合い，それ
ぞれの意見やアイデアを反映し，現
状に即した介護計画を作成してい
る。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気
づきや工夫を個別記録に記入し，職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生ま
れるニーズに対応して，既存のサー
ビスに捉われない，柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し，本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る。

○かかりつけ医の受診診断

受診は，本人及び家族等の希望を大
切にし，納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら，適
切な医療を受けられるように支援し
ている。

26 10

28

29

27

30 11

ご利用者様の担当スタッフがそれぞれ
決まっており毎月モニタリングを行っ
ている。主治医、歯科医、歯科衛生士
からの情報も取り入れ、その人らしい
生活の実現のためご本人様、ご家族様
の意見や希望を取り入れケアプランを
作成している。

担当スタッフからの情報や医療情報を含
め、計画作成者のアセスメント後、電話
で（コロナ禍の為）家族に意見を聞き、
説明同意を得て介護計画書を作成してい
る。本人が出来る事に着目し、具体的な
支援方法が記されており、毎月のモニタ
リングを行いながら、現状に即した介護
計画を作成している。

毎日、オリジナルの日誌と個別の生活状
況記録をつけている。連絡ノートにはご
利用者様に関する事、ご家族様からの連
絡事項、スタッフの周知事項等記入した
連絡ノートでスタッフ間での情報共有に
努め、小さな変化に直ぐ対応できるよう
にし、ケアの実践の中で生かしている。

統一的ではなく個々の状況や要望に
沿ってサービスメニューが変わる事が
ある。趣味、レジャーでの外出や催し
物の案内、急な通院入院等必要な付き
添いや介護タクシー・タクシーの手
配、デイサービスのレクリエーション
参加の誘いに応じたりグループホーム
だけではない生活の広がり、活動の支
援を行っている。

町内会、老人クラブ、消防署、中学
校、保育園、地域保健センター、地域
包括支援センター、大学、ボランティ
アサークル等と連携しその人らしい生
活が続けられるよう支援している。

施設として提携医があるが、ご本人様
やご家族様が今までのかかりつけ医の
往診を希望されたらお願いし、病院の
通院希望をされれば基本的には家族対
応でお願いしてご本人様が安心して適
切な医療が受けれるよう支援してい
る。

往診可能な提携医や入居前のかかりつけ
医を主治医としている。他科受診の際は
家族対応となっているが、状況により職
員が同行している。受診結果は、訪問看
護師も共有し、適切なケアに繋げてい
る。
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項　　目（　　　　　１F　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを，職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し，個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援してい
る。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療
できるように，また，できるだけ早
期に退院できるように，病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は，そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方に
ついて，早い段階から本人・家族等
と話し合いを行い，事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共
有し，地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て，全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い，実践力を
身に付けている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに，地
域との協力体制を築いている。

31

34

32

33 12

ご利用者様の入院・退院にあたっては
お見舞いに伺い連携医、病院の地域医
療連携室と情報交換をしながらご家族
様の希望を聞きご本人様にとって最善
の対策をたてられるようにしている。

内科ドクターと外科ドクター月曜、木
曜それぞれのご利用者様の毎週往診と
訪問看護師には毎週金曜に来てもらっ
ており夜も含めて対応してもらってい
る。外科の受診や緊急時には速やかに
対応してもらっている。皮膚科、歯科
医師の往診もお願いしている。

重度化された場合や費用面も含め、入
居時に特養の申し込みはお勧めしてい
る。看取りに関しては以前よりスタッ
フに研修を受講させ看取りも視野に入
れて準備している。提携医、ご家族様
とも相談して外部の受け入れ先のご紹
介も行っている。

重度化や終末期における事業所の方針
は、入居時に説明し、職員は緩和ケアや
看取りの研修を重ねている。その都度、
主治医の意見や家族の要望を聴き、状況
に合わせて支援体制を構築している。

消防署の指導による救急救命講習に参
加したり提携医による高齢者に対する
緊急時対応、処置についての研修を
行って実践力を高める努力をしてい
る。AEDも設置し使用訓練している。

深夜時間を設定して夜勤2名体制での消
火避難訓練を消防署の立会い指導のも
とに実地している。災害対策物品の備
蓄もしている。

年２回、消防署の協力を得て消火訓練や
避難誘導の確認を行っている。「夜間・
職員数・車椅子などによる移動・日中の
デイサービス職員の協力など」具体的に
状況を想定した訓練を継続している。避
難訓練の日時や結果は、運営推進会議に
て報告している。今後は事業所として、
地域が取り組んでいる防災対策や避難訓
練の参加なども検討している。

35 13
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項　　目（　　　　　１F　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり，自己決定できるように働
きかけている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく，一人ひとりのペースを大
切にし，その日をどのように過ごし
たいか，希望にそって支援してい
る。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一
人ひとりの好みや力を活かしなが
ら，利用者と職員が一緒に準備や食
事，片付けをしている。

36 14

37

40 15

39

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

38

一人ひとりの人格を尊重し、人として
の尊厳を守っていくことは企業として
の理念であるためプライバシーマーク
を取得しており社内研修でも学んでい
る。スタッフはその指針に沿ってミー
ティングを行い意識づけて行動してい
る。

一人ひとりの尊厳に関しての内外部研修
に加え、プライバシーマーク取得事業と
しても職員全員が強く意識を持ち、平素
の関わりの中で人格を損なわない関わり
を重視している。個人チェック表にて
個々を振り返り、居室時のノックや了解
を得る事、自己決定の支援、否定的な声
かけをしないなど管理者と共に実践に取
り組んでいる。

ご利用者様の意思を大切にしていく取
り組みは人格を尊重していくという方
針と結びついており本人に寄り添って
お話を伺い思いを実現できるよう支援
している。レクレーション等も声かけ
にてお誘いするが自己決定にお任せし
ている。

起床、就寝時間は生活習慣に合わせなが
ら昼夜逆転にならないように生活リズム
を徐々に整えるようにしている。生活リ
ハビリを取り入れ役割を担って頂いてい
る。食時に時間がかかる方はゆっくりと
食べれるようご利用者様のペースに合わ
せている。それぞれの日々状況に沿った
支援を心掛けている。

季節によって衣類を入れ替えたり外出等生
活のTPOに合ったコーディネーションを支援
している。出張理美容店によるカット、カ
ラー、顔剃り等が施設内でできるようにし
ている。月に一度「粧いの日」を設け口
紅、マニュキュア、アクセサリーをご本人
様が選んで身に着けて頂いている。スカー
フ、浴衣、帽子のおしゃれを楽しんで頂い
ている。

季節感を味わえる献立や一人ひとりの
体調や好みにも配慮している。食材に
よってはトロミ剤をつけたりミキサー
食にしたり、おかずを一口大にして提
供している。揚げ物が駄目な方には魚
や卵に替えて提供している。盛り付
け、お茶入れ、下膳等はスタッフと一
緒に行っている。

カウンターからの出汁（昆布や鰹節など）
の「美味しそうな匂い」に拘った食支援が
なされている。食材は外部注文となるが、
敷地内の畑で利用者と共に収穫した大根や
じゃが芋などを食材に用いる事も楽しみに
なっている。利用者は、お好み焼きを焼い
たり、盛り付けや後片づけなどに参加し、
近くの柿の木を見て「干し柿作り」も楽し
みにしている。
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項　　目（　　　　　１F　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が
一日を通じて確保できるよう，一人
ひとりの状態や力，習慣に応じた支
援をしている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよ
う，毎食後，一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し，一人ひとりの力や排泄のパター
ン，習慣を活かして，トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，
飲食物の工夫や運動への働きかけ
等，個々に応じた予防に取り組んで
いる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように，職員
の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに，個々に応じた入浴の支援を
している。

41

17

42

44

43 16

45

食事・水分摂取は一人ひとりに合わせて
記録して状況をを把握すると共に体調に
合わせて食事内容を見直しておかゆやト
ロミ剤を使用したりしている。入浴後、
起床時、レクレーション後、イオン飲料
を用意したりゼリー、プリン、ヨーグル
ト、牛乳等に置き換えて摂取して頂く方
もある。糖質0の飲み物を購入される方も
おられる。

毎食後歯ブラシ、歯間ブラシ、義歯用
歯ブラシを使って頂いている。難しい
方はスタッフが行ったり仕上げの磨き
のお手伝いをしている。義歯、コッ
プ、歯ブラシも週1回消毒をしている。
月4回歯科衛生士による口腔ケアを行っ
ている。

排泄チェック表をつけて情報を共有し
ている。排泄パターンや状況を把握し
てトイレ誘導をしている。日中は、下
着着用をして頂き排泄の失敗をしなよ
うさり気ない声掛けを行っている。ま
た清潔を保つためホットタオルでの清
拭も行っている。

排泄パターンを把握してトイレ誘導し、
その結果を職員間で検討し日中のみ布パ
ンツ着用になった例もある。利用者に
「トイレの蓋を開けて下さい」「座って
下さい」等を毎回、統一した声かけを続
ける事により、動作が次第に自立した
ケースもある。職員はメーカーによるオ
ムツの勉強会に参加し、より良い排泄ケ
アに取り組んでいる。

毎日の排便チェックと共に食事でなる
べく野菜を多くとれる献立にして便秘
の予防に努めている。水分もこまめに
お勧めし便秘時には状態に応じて主治
医より処方された薬も服用頂いてい
る。毎日の体操や散歩、室内での歩行
も有効と実施している。

原則的には1週間に2回の入浴としてい
るが一人ひとりの気分や体調に合わせ
て日にちの変更をしている。シャワー
浴、清拭、足浴等で対応している。皮
膚科医の指示により石鹼の使用を中止
したり、保湿剤を塗布して痒み等を予
防している。

週２回の入浴を基本とし、希望されない
場合は無理強いはせず、時間や日を変更
している。薬草の湯が楽しみになるよう
声かけを工夫している。不安なく浴槽に
入れるようにボードを使用するなど、
個々の状況に合わせた入浴の支援がなさ
れている。

10 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　　　　　１F　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて，休息したり，安心し
て気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用，用法や用量について理解
しており，服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように，一人ひとりの生活歴や力
を活かした役割，嗜好品，楽しみご
と，気分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそっ
て，戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また，普段は行けない
ような場所でも，本人の希望を把握
し，家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援してい
る。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大
切さを理解しており，一人ひとりの
希望や力に応じて，お金を所持した
り使えるように支援している。

18

50

47

46

48

49

一人ひとりの生活パターンに応じて自
室のエアコン温度、布団の調整、薬の
服用、暖かい飲み物を飲んでいただい
たりしている。ご利用者様によって
は、夜間のみ紙パンツを使用していた
だき良質の睡眠がとれるよう支援して
いる。体力のない方にはお昼寝も勧め
ている。

薬の知識を得るため提携薬局の薬剤師
による部内研修を年に何回かテーマを
決めて行い感染症の知識と対応、薬の
正しい服用、効能について学習してい
る。新しい薬の処方があった時は薬の
解説と便覧を見たり申し送り時にス
タッフ間で変化について情報の共有に
努めている。

毎日のレクレーション、歌、しりとり、
風船バレー、掃除、洗濯物たたみ、お盆
拭き、いりこの頭取り、牛乳配達、メ
ニュー書き、食器洗い等の生活リハビリ
でそれぞれの役割を持っておられる。花
見、花火、盆踊り等の四季折々の行事や
畑で収穫する野菜に季節を感じて頂き、
音楽療法、散歩、誕生日会、ボランティ
アによる催しを通じて潤いのある生活の
支援をしている。

畑や隣接している公園に散歩に行き、
日常的に戸外の風や空気に触れていた
だく。但し4月以降新型コロナウイルス
の影響で面会、外出禁止とさせて頂い
ており施設の敷地内と畑、ベランダに
て過ごして頂いている。

今年３月までは、事業所周囲の自然を楽
しみながらの散歩や家族協力にて外食な
どの多様な外出機会があった。現在は敷
地内の落ち葉の掃除や畑、ベランダに
て、外気や陽に触れている。また過去の
花見や行事で外出時の写真を一緒に見な
がら「～に行った」などの会話機会があ
る。

財布を自分で持ちたいと言われる方に
はご家族様の依頼により所持しても
らっている。使う使わないかかわらず
財布を持っている事で精神的に安定さ
れる方もおられる。

11 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　　　　　１F　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話を
したり，手紙のやり取りができるよ
うに支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，
気の合った利用者同士で思い思いに
過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人
や家族と相談しながら，使い慣れた
ものや好みのものを活かして，本人
が居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，
安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

55

52 19

53

54 20

51

ご利用者様が一緒に過ごせるテレビ前
のソファーセットや離れて一人になれ
るテーブルと椅子や横になれる畳のプ
ラットフォーム、ベランダのベンチな
ど思い思いに過ごせれるよう工夫をし
ている。

家のことが心配でご家族様に電話した
い、と言われれば電話をお貸ししてい
る。手紙の受け渡しも行っている。

玄関に季節感のある生花を飾り、リビ
ングの壁に毎月壁画を掛け替えて季節
感を感じて頂いている。食事中はテレ
ビを消して穏やかな音楽を流してい
る。空気清浄機は年中、加湿器は冬場
使用し湿度を60％に保つよう管理しな
がら使用している。

壁画や生花などで季節感のある空間と
なっており、利用者はソファなどそれぞ
れ自分で選んだ好みの席に座ってもら
い、会話を楽しめるように支援してい
る。トイレや浴室など分かり易く表示
し、居室は果物や野菜のマークと共に旧
姓を掲げている例もあり、混乱しない共
用空間を工夫している。

居室内には使い慣れた箪笥や鏡台や
テーブルと椅子、お気に入りの物、カ
レンダーや写真等ご本人様が寛いで過
ごせる空間になるようにご家族様の協
力も得て整えている。

馴染みのタンス、テレビ、椅子、愛用の
鏡、趣味の手作り人形、家族写真などを
置き、本人が落ち着く居室作りがなされ
ている。畳を敷き、居室では靴を脱ぐ生
活を選ばれたり、馴染みのカーテンの持
ち込みの例もあり、心地よく過ごせるよ
うに支援が行われている。

建物内はご本人様の生活空間であり寛
ぎのリビングルーム、食事スペース、
レクレーション空間、階段は機能訓練
としても使用し多目的な生活・活動の
場としている。能力に合わせて手す
り、歩行器、車イス等を使って安全に
移動出来るような広さを確保してい
る。

12 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが
利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

59

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

60

63

61

④ほとんど掴んでいない

①毎日ある

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。56

利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

②利用者の３分の２くらいが

Ⅴ  アウトカム項目（　　　1F　　　　　　　） ← 左記（　　）内へユニット名を記入願います

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている
③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない（コロナウイルスの感染予防対策のため外出中止）

③利用者の３分の１くらいが

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが



〇

〇

〇

〇

〇

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼ全ての職員が

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

②職員の３分の２くらいが

③たまに（コロナ感染予防対策のため必要がある方のみ）

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

④ほとんどできていない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が（コロナウイルスのため外出が出来ない事を除いて）

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

66 職員は，活き活きと働けている

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来て
いる

65



項　　目（　　　　　　２F　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり，管理者と職
員は，その理念を共有して実践につ
なげている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう，事業所自体が地
域の一員として日常的に交流してい
る。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を，地域の人々に向けて活かしてい
る。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービ
スの実際，評価への取組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い，そこ
での意見をサービス向上に活かして
いる。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら，協力
関係を築くように取組んでいる。

4 3

２ヶ月に１回の目安で開催している運営
推進会議に家族、地域包括支援センター
職員、民生委員、歯科衛生士、薬剤師に
も参加してもらい取り組みの報告、地域
や行政の情報を含め意見交換を行ってい
るが新型コロナウイルス感染予防対策の
ため３月のより開催を中止し、行事につ
いては、中止の通知を行うとともに、資
料を送付し意見を求めている。

5 4
「南区の食と風土を考える会」に参加
予定だったが新型コロナウイルスの影
響を受け不参加。

2 2

地域の行事である盆踊り、子供会の亥
の子祭、近くの保育園児による訪問
（敬老の日、クリスマス会）中学生の
２日間の職場体験学習は新型コロナウ
イルスの影響を受け計画はしていたが
今年3月以降、不参加、受け入れ中止と
している。

3
地域包括センター、来所や電話での相
談に応じている。

自己
評価

外部
評価

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

1 1

「支え合い共に創る生活」を毎朝の
ミーティングでスタッフ一同唱和し日
常生活の中で共通の認識のもとに自然
に実践できるよう努めている。その日
勤務していないスタッフには連絡ノー
トを使い情報共有を図っている。

15 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　　　　　　２F　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち，利用者
の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い，
防止に努めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち，個々の必要性を関係者と
話し合い，それらを活用できるよう
支援している。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際
は，利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね，十分な説明を行い理解・納
得を図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会
を設け，それらを運営に反映させて
いる。

10 6

管理者は24時間携帯電話で相談に応じる
体制にしている。ご利用者の状況は毎月
担当スタッフからご家族に手紙で報告し
来所時に説明し意見を頂いている。カン
ファレンスもご家族の希望の日時での開
催を心がけている。(新型コロナウイルス
感染予防対策のためご家族には、個別に
説明をしている）苦情等の外部機関につ
いては重要事項説明書に記載し説明して
いる。

8

制度の趣旨、内容については最新情報
と共に常に理解できるように努力して
いる。必要性のある関係者には支援の
制度の活用、相談に応じている。

9

運営規定、重要事項説明書、契約書の
内容について丁寧に説明をし、日々の
生活での個別対応や将来の希望などを
お尋ねしてケアの方向性を一緒に考え
ている。

6 5

身体拘束マニュアルは作成している
が、今まで実地に至るケースはない。3
カ月に1回身体拘束禁止委員会を開催し
ている。

7

スタッフを外部講習に参加させ学んで
きた事を伝達研修としたり、年２回部
内研修を行い全員が理解するよう周知
しミーティングや日常業務を通じて認
識し合い施設としても重要な取り組み
の１つとしている。
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項　　目（　　　　　　２F　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け，
反映させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力
や実績，勤務状況を把握し，給与水
準，労働時間，やりがいなど，各自
が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し，法人
内外の研修を受ける機会の確保や，
働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり，ネットワー
クづくりや勉強会，相互訪問等の活
動を通じて，サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
本人が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，本人
の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

15

安心・安全・快適な生活を送って頂く
ためご本人様の話をよく聞く。ご利用
者様個別に担当スタッフを決めてい
る。カンファレンスにご利用者様本
人、ご家族の参加をお願いし本人希望
や家族の希望を伺ってケアプランを立
てている。

14

「グループホーム事業者交流会」にも
参加しており活動を通じて利用者の紹
介、空き部屋状況の共有等ネットワー
クを構築している。施設見学を兼ねた
交流会、介護や認知症、看取りのグ
ループワーク、講演会、研修会にはス
タッフをなるべくたくさん参加させて
いる。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

12

労働条件や評価については社内規定に
よる。処遇改善手当もスタッフに還元
している。自己研鑽の為会社で費用負
担して通信教育講座受講奨励や「資格
取得奨励金制度」を設けておりスタッ
フの向上心を高める環境作りを行って
いる。

13

スタッフの資質向上は必須の為部内研
修は歯科医師・薬剤師を呼び開催して
いる。できる限り部外研修に参加し学
んだことを部内研修講師を務める事に
より深く理解し、いかにしたら分かり
易く人に教えられるかの学びの場とし
ている。

11 7

運営に関する意見、提案については
日々の申し送り時や毎月のミーティン
グの中で意見交換して運営の参考にし
ている。
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項　　目（　　　　　　２F　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
家族等が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，関係
づくりに努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，
本人と家族等が「その時」まず必要
としている支援を見極め，他のサー
ビス利用も含めた対応に努めてい
る。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立
場に置かず，暮らしを共にする者同
士の関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立
場に置かず，本人と家族の絆を大切
にしながら，共に本人を支えていく
関係を築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れない
よう，支援に努めている。

19

ご家族の皆様にもご利用者様に対する
「支援の在り方」として外食、行事の
外出、墓参り、自宅への外泊、通院等
に同行をお願いして本人の変化をご理
解頂き一緒になって支えている。但し3
月以降新型コロナウイルス感染予防対
策のため面会を中止にしているため通
院の同行のみお願いしている。

20 8

ご家族、ご親戚、知人、友人の方々が気
楽に立ち寄って頂ける雰囲気がある。墓
参り、外食、外泊、カープ観戦、散歩、
通院等、都合のいい時にいつでもどうぞ
とお願いしている。但し3月以降新型コロ
ナウイルス感染予防対策のため面会を中
止している。手紙や写真をこれまで以上
に送って頂いたり、電話も取り次いでい
る。

17

ご本人様やご家族と意見交換しながら
暫定ケアプランを策定しご利用者様一
人ひとりの状況と必要に応じて外出援
助や通院介助や福祉用具等のアドバイ
スも行っている。

18

施設の理念そのままにご利用者様各自の
レベルにあった生活リハビリを取り入
れ、メニュー表書き、洗濯物たたみ、出
汁用のいりこの頭取り、お盆拭き、テー
ブル拭き、掃除の手伝い、畑での農作物
の収穫手伝い等お願いしている。スタッ
フと一緒に壁画作りをし、色塗り、図案
の配置指導してもらい一緒に協力し合っ
て生活を楽しんでいる。

16

申し込み、見学があった時点からいつ
でも相談を受け付け入居にあたっては
ご利用者様の状況とご家族の意見や希
望をお聞きしケアプランで実行してい
る。入居されたら暫くの間は毎日ご家
族に状況を電話でお知らせしている。
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項　　目（　　　　　　２F　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わ
り合い，支え合えるような支援に努
めている。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了して
も，これまでの関係性を大切にしな
がら，必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし，相談や支援に努め
ている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望，意向の把握に努めている。困難
な場合は，本人本位に検討してい
る。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方，生活環境，これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努めてい
る。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身
状態，有する力等の現状の把握に努
めている。

24

生活歴の把握が大切なので入居前の聞
き取りをしっかり行っている。入居後
は日常会話から情報を得て担当スタッ
フが本人の似顔絵と共に本人の思いを
本人シートに書き入れて他のスタッフ
も聞き取った事を書き足している。

25

毎朝夕の申し送り時にバイタルチェッ
ク、入浴、排便、服薬、食事摂取量等踏
まえ各自の心身の状況を詳しく申し送
り、気を付ける情報を共有している。起
床、就寝、食事時間、形状等はご本人様
の習慣、能力を考慮しており一人ひとり
に適した生活リハビリを提案している。
日々の達成をチェック表を作り記入して
いる。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

カンファレンスは基本的にご本人、ご
家族様の参加をお願いしている。ご本
人やご家族様の希望を聞いて担当ス
タッフのモニタリング、日々の生活を
通じてスタッフの把握している事など
もふまえて意見交換をしてケアマネー
ジャーがまとめている。

21

リビングルームにて一日の大半を過ご
す方が多いため、おしゃべりに花が咲
いたり、誕生日会、日々のレクリエー
ションの席もお好きな所に座って頂い
ている。食事の席はおしゃべりを楽し
んで食事ができる様熟慮して決めてい
る。食事中はテレビを消して食事を楽
しんで頂いている。

22

退所されたご家族様より電話を頂い
た。繋がりを途切れさせないように、
大切にしている。現在のご本人の様子
もご家族様以外の方に尋ねたりしてい
る。ご家族様にも近くに来られたら気
楽にお立ち寄りください、とお願いし
ている。

19 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　　　　　　２F　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について，本人，家
族，必要な関係者と話し合い，それ
ぞれの意見やアイデアを反映し，現
状に即した介護計画を作成してい
る。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気
づきや工夫を個別記録に記入し，職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生ま
れるニーズに対応して，既存のサー
ビスに捉われない，柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し，本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る。

○かかりつけ医の受診診断

受診は，本人及び家族等の希望を大
切にし，納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら，適
切な医療を受けられるように支援し
ている。

30 11

施設として連携医があるが、ご本人様
やご家族様が今までのかかりつけ医や
病院の受診、通院を希望されれば基本
的には家族対応でお願いしてご本人様
が安心して適切な医療を受けられるよ
う支援している。

28

統一的ではなく個々の状況や要望に
沿ってサービスメニューが変わる事が
ある。趣味、レジャーでの外出や催し
物の案内、急な通院入院等必要な付き
添いや介護タクシー・タクシーの手
配、デイサービスのレクリエーション
参加の誘いに応じたりグループホーム
だけではない生活の広がり、活動の支
援を行っている。

29

町内会、老人クラブ、消防署、中学
校、保育園、地域保健センター、地域
包括支援センター、大学、ボランティ
アサークル等と連携しその人らしい生
活が続けられるよう支援している。

26 10

ご本人様の担当スタッフが決まってお
り毎月モニタリングを行っている。主
治医、歯科医、歯科衛生士からの情報
も取り入れ、その人らしい生活の実現
のためご本人様、ご家族様の意見や希
望を取り入れケアプランを作成してい
る。

27

毎日、オリジナルの日誌と個別の生活状
況記録をつけている。連絡ノートにはご
利用者様に関する事、ご家族様からの連
絡事項、スタッフの周知事項等記入した
連絡ノートでスタッフ間での情報共有に
努め、小さな変化に直ぐ対応できるよう
にし、ケアの実践の中で生かしている。
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項　　目（　　　　　　２F　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを，職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し，個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援してい
る。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療
できるように，また，できるだけ早
期に退院できるように，病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は，そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方に
ついて，早い段階から本人・家族等
と話し合いを行い，事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共
有し，地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て，全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い，実践力を
身に付けている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに，地
域との協力体制を築いている。

34

消防署の指導による救急救命講習に参
加したり連携医による高齢者に対する
緊急時対応、処置についての研修を
行って実践力を高める努力をしてい
る。AEDも設置し使用訓練している。

35 13

深夜時間を設定して夜勤2名体制での消
火避難訓練を消防署の立会い指導のも
とに実地している。災害対策物品の備
蓄もしている。

32

ご利用者様の入院・退院にあたっては
連携医、病院の地域医療連携室と情報
交換をしながらご家族様の希望を聞き
ご本人様にとって最善の対策をたてら
れるようにしている。

33 12

重度化された場合や費用面も含め、入
居時に特養の申し込みはお勧めしてい
る。看取りに関しては以前よりスタッ
フに研修を受講させ看取りも視野に入
れて準備している。提携医、ご家族様
とも相談して外部の受け入れ先のご紹
介も行っている。

31

内科往診は月曜、訪問看護師は金曜日
にお願いしている。夜間も対応しても
らっている。外科の受診や緊急時には
速やかに対応してもらっている。皮膚
科、歯科医師による往診もお願いして
いる。
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項　　目（　　　　　　２F　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり，自己決定できるように働
きかけている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく，一人ひとりのペースを大
切にし，その日をどのように過ごし
たいか，希望にそって支援してい
る。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一
人ひとりの好みや力を活かしなが
ら，利用者と職員が一緒に準備や食
事，片付けをしている。

39

季節によって衣類を入れ替えたり外出等
生活のTPOに合ったコーディネーションを
支援している。出張理美容店によるカッ
ト、カラー、顔剃り等が施設内でできる
ようにしている。月に一度「粧いの日」
を設け口紅、マニュキュア等ご本人様が
選ばれて身に着けていただいている。浴
衣、帽子、サングラスのおしゃれ等も楽
しんで頂いている。

40 15

季節感を味わえる献立や一人ひとりの
体調や好みにも配慮している。ご飯を
小さいおにぎりしたり、おかずを一口
大にして提供している。麵類を召し上
がるのが難しい方には小さく切ってト
ロミ剤入れたりしその都度工夫してい
る。テーブル拭き、下膳等はスタッフ
と一緒に行っている。

37

ご利用者様の意思を大切にしていく取
り組みは人格を尊重していくという方
針と結びついており本人に寄り添って
お話を伺い思いを実現できるよう支援
している。レクレーション等も声かけ
にてお誘いするが自己決定にお任せし
ている。

38

起床、就寝時間は各自の生活習慣に合
わせながら昼夜逆転にならないように
生活リズムを徐々に整えるようにして
いる。生活リハビリを取り入れ役割を
担って頂いている。日課は気を配り生
活習慣に合わせている。

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

一人ひとりの人格を尊重し、人として
の尊厳を守っていくことは企業として
の理念であるためプライバシーマーク
を取得しており社内研修でも学んでい
る。スタッフはその指針に沿ってミー
ティングを行い意識づけて行動してい
る。
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項　　目（　　　　　　２F　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が
一日を通じて確保できるよう，一人
ひとりの状態や力，習慣に応じた支
援をしている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよ
う，毎食後，一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し，一人ひとりの力や排泄のパター
ン，習慣を活かして，トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，
飲食物の工夫や運動への働きかけ
等，個々に応じた予防に取り組んで
いる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように，職員
の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに，個々に応じた入浴の支援を
している。

45 17

原則的には3日に1回の入浴としている
が一人ひとりの体調に合わせてシャ
ワー浴、清拭、足浴等で対応してい
る。皮膚科医の指示により石鹼の使用
を中止したり、保湿剤を塗布して痒み
等を予防している。

43 16

排泄チェック表をつけて情報を共有し
ている。排泄パターンや状況を把握し
てトイレ誘導をさり気なく行ってい
る。夜間トイレへの移動に時間がかか
り不安を訴えられる方にはポータブル
トイレを使用して頂いている。また清
潔を保つためホットタオルでの清拭も
行っている。

44

毎日の排便チェックと共に食事でなる
べく野菜を多くとれる献立にして便秘
の予防に努めている。水分もこまめに
お勧めし便秘時には状態に応じて主治
医より処方された薬も服用されてい
る。毎日の体操や散歩、室内での歩行
も有効と実施している。牛乳を便秘予
防に飲まれる方もおられる。

41

食事・水分摂取は一人ひとりに合わせて
記録して状況をを把握すると共に体調に
合わせて食事内容を見直してトロミ剤使
用したりしている。入浴後、起床時、レ
クレーション後、イオン飲料を用意した
りゼリー、プリン、ヨーグルト、牛乳等
に置き換えて摂取頂く方もある。牛乳、
飲むヨーグルトの宅配を利用されている
方もおられる。

42

毎食後歯ブラシ、歯間ブラシ、義歯用
歯ブラシを使って頂いている。難しい
方はスタッフが行ったり仕上げの磨き
を手伝っている。義歯、コップ、歯ブ
ラシも週1回消毒をしている。月4回歯
科衛生士による口腔ケアを行ってい
る。
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項　　目（　　　　　　２F　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて，休息したり，安心し
て気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用，用法や用量について理解
しており，服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように，一人ひとりの生活歴や力
を活かした役割，嗜好品，楽しみご
と，気分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそっ
て，戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また，普段は行けない
ような場所でも，本人の希望を把握
し，家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援してい
る。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大
切さを理解しており，一人ひとりの
希望や力に応じて，お金を所持した
り使えるように支援している。

49 18

畑や隣接している公園に散歩に行き、
日常的に戸外の風や空気に触れていた
だく。但し3月以降新型コロナウイルス
の影響で面会、外出禁止とさせて頂い
ており施設の敷地内と畑、ベランダに
て過ごして頂いている。

50

財布を自分で持ちたいと言われる方に
はご家族様の依頼により所持しても
らっている。使う使わないかかわらず
財布を持っている事で精神的に安定さ
れる方もおられる。

47

薬の知識を得るため提携薬局の薬剤師
による部内研修を年に何回かテーマを
決めて行い感染症の知識と対応、薬の
正しい服用、効能について学習してい
る。新しい薬の処方があった時は薬の
解説と便覧を見たり申し送り時にス
タッフ間で変化について情報の共有に
努めている。

48

毎日のレクレーション、パズル、風船バ
レー、ボール投げ、歌、掃除、洗濯物た
たみ、お盆拭き、いりこの頭取りやメ
ニュー表書き等の生活リハビリでそれぞ
れの役割を持ち、初詣、花見、花火、盆
踊り等の四季折々の行事や畑で収穫する
野菜に季節を感じて頂き音楽療法、散
歩、誕生日会、ボランティアによる催し
を通じて潤いのある生活の支援をしてい
る。

46

一人ひとりの生活パターンに応じて自
室のエアコン温度、布団の調整、薬の
服用、暖かい飲み物を飲んでいただい
たりしている。体力のない方にはお昼
寝も勧めている。また良質な睡眠を
とって頂くため夜間のみ紙パンツを使
用される方もおられる。

24 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　　　　　　２F　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話を
したり，手紙のやり取りができるよ
うに支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，
気の合った利用者同士で思い思いに
過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人
や家族と相談しながら，使い慣れた
ものや好みのものを活かして，本人
が居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，
安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

55

建物内はご本人様の生活空間であり寛
ぎのリビングルーム、食事スペース、
レクレーション空間、階段は機能訓練
としても使用し多目的な生活・活動の
場としている。能力に合わせて手す
り、歩行器、杖、車イス等を使って安
全に移動出来るような広さを確保して
いる。

53

皆で一緒に過ごせるテレビ前のソ
ファーセットや離れて一人になれるソ
ファーやリビングルームのテーブルに
集まり雑誌や新聞を各自、読んでおら
れたりパズルをしながらおしゃべりし
たり、思い思いに過ごして頂けるよう
工夫してしている。

54 20

居室内には使い慣れた箪笥やテーブル
と椅子、お気に入りの物、ラジオカレ
ンダーや写真等ご本人様が寛いで過ご
せる空間になるようにご家族様の協力
も得て整えている。

51
家のことが心配でご家族様に電話した
い、と言われれば電話をお貸ししてい
る。手紙の受け渡しも行っている。

52 19

観葉植物や生花を飾り毎月壁画を掛け
替えて季節感を感じて頂いている。食
事中はテレビを消して穏やかな音楽を
流している。空気清浄機は年中、加湿
器は冬場使用し湿度管理しながら使用
している。
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〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

63
職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

61 利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60 利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない（コロナ感染予防対策のため外出を中止している）

59 利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

Ⅴ  アウトカム項目（　　　　2Ｆ　　　　　　） ← 左記（　　）内へユニット名を記入願います

56 職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんど掴んでいない



〇

〇

〇

〇

〇

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

①ほぼ全ての家族等が（コロナウイルスで外出が出来ない事を除いて）

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

④ほとんどできていない

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

66 職員は，活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来て
いる

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③たまに（コロナ感染予防対策のため必要がある時のみ）

④ほとんどない



（様式２）

事業所名 NTTグループケアポート広島グループホーム

作成日

【目標達成計画】

1 1

2

3

4

5

6

7

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

事業所としての年間目
標や個人目標をあげ達
成評価を実践している
事を記録により可視化
すること

個人目標をあげ実施状
況の確認と改善を行う

目標、実施状況を記入
するシート作成と６ヶ
月ごとに目標を立てる
ルーティンを行う

2年

２  目標達成計画

令和2年12月1日

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間


